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第 50号 令和 4年(2022年)5月 シルバーくまとり 健 康

2.

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
す

で
に
２
年
を
超
え
、
今
な
お
収
束
す
る

こ
と
な
く
感
染
拡
大
の
猛
威
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
長
期
に
感
染
症

が
続
く
の
は
初
め
て
の
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
ア
ル

フ
ァ
株
（
英
国
）
に
始
ま
り
、
ベ
ー
タ

ー
株
（
南
ア
フ
リ
カ
）
、
ガ
ン
マ
株
（
ブ

ラ
ジ
ル
）
デ
ル
タ
株
（
イ
ン
ド
）
な
ど

変
異
株
が
次
々
に
生
ま
れ
感
染
拡
大
が

続
い
て
い
る
。

昨
年
12
月
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
専

門
機
関
欧
州
疾
病
予
防
セ
ン
タ
ー
は
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
が
欧
州
域
内
の
コ
ロ
ナ
感

染
の
半
分
を
超
え
る
見
通
し
を
発
表
す

る
。
そ
の
後
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
南
ア
フ

リ
カ
、
欧
州
、
英
国
な
ど
で
感
染
拡
大

し
、
日
本
で
も
感
染
拡
大
し
て
い
く
。

こ
の
時
期
会
食
を
自
粛
す
る
気
持
ち
を

聞
か
れ
「
強
く
な
っ
た
」
40
％
、
「
そ

れ
ほ
ど
で
も
な
い
」
54
％
。
男
女
別
で
は

「
強
く
な
っ
た
」
男
性
36
％
女
性
43
％
、

「
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
」
男
性
58
％
女
性

50
％
で
男
女
の
差
が
み
ら
れ
た
（
朝
日
新

聞
よ
り
）
。
12
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
開
発
さ

れ
た
飲
み
薬
「
レ
ル
ス
ヌ
ピ
ラ
ド
ル
」
が

日
本
で
特
別
承
認
さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
と
違

う
仕
組
み
で
ウ
イ
ル
ス
の
広
が
り
を
抑
え

る
と
発
表
、
ま
た
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
の
年
度

内
廃
棄
を
決
断
す
る
。

２
０
２
２
年
１
月
、
沖
縄
で
蔓
延
防
止

措
置
法
が
適
用
さ
れ
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ

と
同
時
に
感
染
拡
大
で
医
療
従
事
者
の
欠

勤
が
増
え
、
会
食
の
決
ま
り
は
ど
こ
ま
で

必
要
か
、
飲
み
薬
は
ど
う
使
う
か
、
自
宅

待
機
に
求
め
る
日
数
は
今
の
ま
ま
で
い
い

の
か
な
ど
課
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
や

が
て
感
染
が
若
者
、
高
齢
者
ら
全
年
齢
に

広
が
り
始
め
た
た
め
、
５
〜
11
歳
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
了
承
さ
れ
３
月
以
降
の
接
種
開

始
。
２
月
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

い
つ
ま
で
続
く
の
か
!!

の
世
界
感
染
者
が
累
計
４
億
人
を
超
え
た

（
米
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
、
集
計
）
。

そ
し
て
新
た
に
ス
テ
ル
ス
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

が
見
つ
か
る
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
よ
り
２
倍
程

度
感
染
が
強
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
終
わ
る

こ
と
の
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
変
異
株
の
出
現
、

安
心
で
き
る
日
は
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

24
日
、
ロ
シ
ア
派
組
織
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍

の
対
立
が
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
で
の
特

別
軍
事
作
戦
の
実
施
が
宣
言
さ
れ
、
ロ
シ
ア

軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
。
３
月
、
各

地
に
出
て
い
た
蔓
延
防
止
措
置
法
が
全
面

解
除
さ
れ
た
。
首
相
は
会
見
で
「
第
６
波
の

出
口
は
は
っ
き
り
見
え
て
き
た
、
今
後
し
ば

ら
く
は
安
全
安
心
を
確
保
し
な
が
ら
可
能

な
限
り
日
常
の
生
活
を
取
り
戻
す
期
間
と

し
て
い
く
」
と
述
べ
る
。

ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

今
、
命
の
大
切
さ
を
わ
が
身
に
叩
き
込
み
、

自
ら
の
責
任
で
感
染
予
防
対
策
を
取
り
コ

ロ
ナ
と
共
生
す
る
道
を
取
る
べ
き
で
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

藤
原
秀
興



第 50号 令和 4年(2022年)5月 シルバーくまとり 委員会

3.

こ
の
度
、
会
報
（
シ
ル
バ
ー
く
ま
と

り
）
の
発
刊
が
50
号
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
改
め
て
歴
代
の
編
集
に
携
れ
た
広

報
委
員
の
皆
様
、
並
び
に
関
係
者
の

方
々
の
長
年
の
ご
努
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
各
位
の
ご
支

援
、
ご
協
力
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

「
シ
ル
バ
ー
く
ま
と
り
」
の
前
身
「
熊

取
町
シ
ル
バ
ー
会
員
ニ
ュ
ー
ス
」
が
平

成
15
年
（
２
０
０
３
）
に
初
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
頃
は
会
員
向
け
に
「
福

利
厚
生
会
だ
よ
り
」
、
広
報
委
員
会
か
ら

「
わ
く
わ
く
通
信
」
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ

リ
ー
別
の
ニ
ュ
ー
ス
も
発
刊
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
18
年
（
２
０

０
６
）
の
10
号
か
ら
、
そ
れ
ら
を
ま
と

め
て
、
会
報
名
は
「
シ
ル
バ
ー
く
ま
と

り
」
に
変
更
さ
れ
、
記
事
内
容
も
多
様
化
し

て
い
き
ま
し
た
。

当
時
の
記
事
の
な
か
で
、
今
と
な
っ
て
は

懐
か
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
平
成

18
年
、
携
帯
電
話
（
ガ
ラ
ケ
ー
）
が
普
及

し
て
き
た
た
め
、
セ
ン
タ
ー
で
は
携
帯
体
感

教
室
た
る
も
の
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
時
、

携
帯
電
話
な
ん
て
自
分
に
は
使
え
な
い
、
と

あ
き
ら
め
て
い
た
方
が
多
い
時
代
で
し
た
。

ま
た
仕
事
の
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
電

話
帳
の
回
収
・
配
達
（
平
成
17
年
、
２
０

０
５
）
と
い
う
の
も
あ
り
、
時
代
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
同
好
会
設
立
当
初
は
、
多
く
の
会

が
で
き
て
、
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
な
か
に
は
「
ト
ン
カ
チ
倶
楽
部
」

な
ど
も
あ
り
（
平
成
16
年
、
２
０
０
４
）

日
曜
大
工
、
小
物
制
作
が
主
体
で
部
員
も
た

く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
会
員
の
親
睦

旅
行
、
日
帰
り
バ
ス
旅
行
な
ど
も
よ
く
行
わ

れ
、
皆
さ
ん
の
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
記
念
写
真

が
印
象
的
で
す
。
優
遇
制
度
も
あ
っ
た
り
し

て
、
羨
ま
し
い
時
代
で
し
た
。

会
員
数
の
動
向
は
平
成
10
年
（
１
９
９

『
シ
ル
バ
ー
く
ま
と
り
』

発
刊
50
号
を
迎
え
て

８
）
で
１
８
８
名
、
そ
の
後
も
順
調
に
増
加

し
て
平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
で
は
２
８

２
名
と
な
り
、
あ
と
少
し
で
３
０
０
名
、
の

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
現
在

は
漸
減
し
て
い
ま
す
。
な
ん
と
か
会
員
数
の

回
復
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

最
近
、
よ
う
や
く
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数

も
減
少
す
る
と
い
う
明
る
い
兆
し
が
み
ら

れ
、
セ
ン
タ
ー
並
び
に
我
が
広
報
委
員
会

も
、
巻
き
返
し
の
機
会
到
来
と
期
待
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
す
。

今
後
、
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
「
シ
ル
バ
ー
く
ま
と
り
」
の
発
刊

が
60
号
、
70
号
と
続
い
て
ま
い
り
ま
す
よ

う
編
集
委
員
一
同
、
一
層
精
進
を
重
ね
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

広

報

委

員

会

第1号の熊取町シルバー会員ニュース



第 50号 令和 4年(2022年)5月 シルバーくまとり 働 く

4.

【事務局の画面】

Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ

ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い
て

以
前
、
シ
ル
バ
ー
く
ま
と
り
の

会
報
に
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
Ｓ
Ｍ
Ｓ
機
能
に
つ

い
て
、
令
和
３
年
度
の
会
員
で
携

帯
電
話
を
お
持
ち
の
方
に
、
令
和

４
年
度
に
む
け
て
の
会
員
更
新

に
つ
い
て
を
Ｓ
Ｍ
Ｓ
機
能
を
活

用
し
て
皆
さ
ん
に
通
知
を
さ
せ

既読登録画面が表示！

【最初の画面】

【次の画面】

１

①．番号チェック！

②．ＵＲＬを押す

メッセージを読むのを忘

れずに

２

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
多
数
の

方
か
ら
「
知
ら
な
い
番
号
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
消
し

て
し
ま
っ
た
」
「
内
容
は
見
た
が

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
押
す
の
が
怖
く
て
見

る
だ
け
し
か
で
き
な
か
っ
た
」
な

ど
の
お
声
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

改
め
て
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
ど
の
よ
う
に

送
ら
れ
て
く
る
か
、
ど
う
対
応
す

れ
ば
い
い
か
を
ご
説
明
し
ま
す
。

１．連絡がくる番号

・050 5491 4105
（NTTdocomo au 楽天モ

バイル）

・242244
(Softbank Y!mobile)

２．ＳＭＳに皆さんが読んで

くれたかを事務局で確認で

きる機能があります。

メッセージが届く際には、

【最初の画面】ように届き

ます。【次の画面】の一番最

後にある http://から始ま

るところを押してもらうと

、【事務局の画面】のように

既読を登録しましたという

画面がでてきますので、こ

れで完了です！

今後も皆さん宛てにメッセ

ージを送ることがございま

す。その際には、ぜひご協

力よろしくお願いいたしま

す。

＊表示は機種により変わる場合があります



第 50号 令和 4年(2022年)5月 シルバーくまとり 時 事

5.

「
ひ
ま
わ
り
」
と
聞
い
た
ら
何
を
思

い
出
し
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
太
陽
に
向

か
っ
て
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
る
花
の

こ
と
で
す
が
、
熊
取
町
に
お
住
い
の

方
々
で
し
た
ら
熊
取
町
の
花
を
思
い

浮
か
べ
る
方
も
多
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
の
世
代
の
方
た
ち
は
、

「
ひ
ま
わ
り
」
と
い
う
映
画
を
思
い
出

す
方
も
多
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
１

９
７
０
年
に
公
開
さ
れ
た
ソ
フ
ィ

ア
・
ロ
ー
レ
ン
、
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ
ス

ト
ロ
ヤ
ン
ニ
主
演
の
映
画
は
、
イ
タ
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ソ
連
、
ア
メ
リ
カ
の

合
作
作
品
で
す
。

物
語
は
第
２
次
世
界
大
戦
の
さ
な

か
の
イ
タ
リ
ア
の
新
婚
夫
婦
の
話
で

す
。
当
時
ド
イ
ツ
と
行
動
を
共
に
し
て

い
た
イ
タ
リ
ア
は
、
ソ
連
（
ロ
シ
ア
）

に
攻
め
込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
新
婚

間
も
な
い
夫
も
こ
の
戦
争
に
従
軍
し
ま

し
た
。
や
が
て
終
戦
を
む
か
え
、
夫
を

待
ち
、
探
し
回
る
新
妻
の
姿
が
そ
こ
に

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
夫
の
消
息
は

掴
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
生
き
て
い

る
と
い
う
強
い
信
念
の
下
、
単
身
で
言

葉
も
通
じ
な
い
ソ
連
に
行
き
、
夫
の
消

息
を
探
し
回
り
ま
す
。
戦
争
は
、
あ
ら

ゆ
る
人
々
の
運
命
や
日
常
を
変
え
て
し

ま
う
の
で
す
。
そ
の
地
で
地
平
線
の
か

な
た
ま
で
ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
続

く
一
面
の
ひ
ま
わ
り
畑
が
映
し
出
さ
れ

ま
す
。
あ
ま
り
に
も
悲
惨
な
戦
争
。
ド

イ
ツ
軍
の
命
令
で
穴
ま
で
掘
ら
さ
れ
て

イ
タ
リ
ア
兵
、
ソ
連
兵
の
死
体
を
埋
め

た
後
、
一
面
に
ひ
ま
わ
り
を
植
え
た
そ

う
で
す
。

こ
の
映
画
は
、
当
時
の
ソ
連
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
地
方
で
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

ひ

ま

わ

り

そ
う
で
す
！

そ
の
地
は
現
在

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
す
。
明
る
い
イ

メ
ー
ジ
の
ひ
ま

わ
り
で
す
が
、
そ

の
花
の
下
に
は

過
去
の
凄
惨
極

ま
り
な
い
戦
争

の
記
録
が
埋
ま

っ
て
い
ま
す
。
ソ

連
か
ら
独
立
を
し
た
今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
の
花
は
「
ひ
ま
わ
り
」
で
す
。
町
の

花
「
ひ
ま
わ
り
」
と
重
ね
合
わ
せ
彼
の

地
に
一
日
で
も
早
く
平
和
が
訪
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

事
務
局
長

西

潔



第 50号 令和 4年(2022年)5月 シルバーくまとり

6.

遊
歩
会
の
歩
み
〈
前
編
〉

平
成
22

年
に
熊
取
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
ハ
イ
キ
ン
グ
同

好
会
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
会

員
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
で
構
成
さ
れ
、
目
的
は
会
員
の
健

康
と
親
睦
を
図
り
、
共
に
自
然
を
満

喫
す
る
こ
と
。
会
則
は
ハ
イ
キ
ン
グ

に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
に
、
日
頃

か
ら
体
力
増
進
に
努
め
る
。
実
施
に

あ
た
り
決
し
て
無
理
を
し
な
い
。
交

通
ル
ー
ル
は
じ
め
諸
規
則
を
守
る
こ

と
で
す
。（
会
員
数
4
年
現
在
30
名
）

活
動
は
会
員
の
希
望
に
基
づ
い
て

年
間
計
画
を
作
成
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
活
動
内
容
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
行
先
は
大
阪
府
を
中
心
に
、

和
歌
山
県
、
奈
良
県
、
京
都
府
、
兵

庫
県
で
す
。
各
地
の
名
所
旧
跡
（
名

城
・
神
社
・
寺
院
・
古
墳
な
ど
）
の

文
化
財
や
博
物
館
・
工
場
見
学
な
ど

幅
広
く
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
季

節
ご
と
に
、
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
の

同好会

名
所
へ
出
か
け
て
い
ま
す
。
自
分
の

足
と
自
分
の
目
で
確
認
し
て
、
楽
し

ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

活
動
を
年
ご
と
に
み
ま
す
と
、
平

成
22
年
は
、
泉
南
方
面
の
名
所
旧
跡

め
ぐ
り
。
平
成
23
年
は
、
和
歌
山
市

の
風
土
記
の
丘
・
岩
橋
千
塚
古
墳
群

の
散
策
と
、
京
都
府
八
幡
市
の
石
清

水
八
幡
宮
と
松
花
堂
庭
園
の
拝
観
。

平
成
24
年
は
、
堺
の
名
所
め
ぐ
り

（
妙
国
寺
・
千
利
休
屋
敷
跡
・
南
宗

寺
）
。
平
成
25
年
春
は
、
竹
ノ
内
街

道
周
辺
（
白
鳥
伝
説
の
地
、
羽
曳
野

市
）
へ
。
秋
は
、
水
都
・
大
阪
の
古

今
を
訪
ね
て
、
天
満
中
之
島
の
散
策
。

平
成
26
年
か
ら
春
・
初
夏
・
秋
と

行
事
を
増
や
し
ま
し
た
。
春
は
、
源

平
ゆ
か
り
の
史
跡
を
訪
ね
て
神
戸
市

の
須
磨
寺
へ
。
初
夏
は
大
阪
狭
山
市

の
狭
山
池
博
物
館
と
狭
山
藩
屋
敷
跡

へ
。
秋
は
、
奈
良
の
平
城
京
大
極
殿

と
秋
篠
寺
の
散
策
。

…

続
き
は
次
回
、
後
編
へ
。
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な
、
涙
あ
り
の
人
情
芝
居
、
妖
艶
な
踊

り
、
懐
メ
ロ
の
演
奏
と
歌
！

昭
和
時

代
に
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
か
け
た
光

景
で
す
が
、
今
そ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
見
直
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
観
劇
後
、
チ
ン
ド
ン
屋

の
歴
史
に
興
味
を
覚
え
ネ
ッ
ト
で
検
索

し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
お
も
し
ろ
く
な

り
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

生
涯
学
習
か
な
っ
と
思
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
広
報
活
動

参
加
、
高
齢
者
の
ス
マ
ホ
学
習
も
生
涯

学
習
で
す
が
、
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
歩
き
ス
マ
ホ
で
す
。
こ

れ
は
非
常
に
危
険
で
す
。
行
動
パ
タ
ー

ン
を
ル
ー
テ
ィ
ン
化
し
て
ス
マ
ホ
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

さ
あ
、
生
涯
学
習
に
向
け
、
も
う
70
歳

だ
か
ら
じ
ゃ
な
く
、
ま
だ
70
歳
代
と
考

え
て
、
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

ょ
う
。

宮
崎
省
五

生
涯
学
習
に
向
け
て
、
最
初
の
一
歩

を
踏
み
出
そ
う

生
涯
学
習
と
は
？

文
部
科
学
省

に
よ
る
と
、
生
涯
学
習
と
は
生
涯
に

行
う
あ
ら
ゆ
る
学
習
を
指
す
。
学
び

の
対
象
は
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
、

ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

生
涯
学
習
に
よ
っ
て
、
知
識
や
ス
キ

ル
を
習
得
で
き
る
ほ
か
思
考
力
を
磨

い
た
り
、
新
た
な
価
値
観
を
形
成
し

た
り
で
き
る
。
結
果
と
し
て
私
た
ち

の
人
生
は
豊
か
に
な
っ
て
い
く
。
生

涯
学
習
は
、
人
と
し
て
の
生
き
方
を

学
べ
る
機
会
で
あ
り
、
社
会
で
生
き

る
う
え
で
不
可
欠
だ
と
言
え
ま
す
。

で
は
生
涯
学
習
を
始
め
る
に
あ
た
り

ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。生

涯
学
習
を
始
め
る
方
法
８
つ
あ

チ
ャ
レ
ン
ジ
!!

新
生
活
様
式

新生活

る
よ
う
で
す
。
①
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
②
大
学
の
公
開
講
座
③
セ

ミ
ナ
ー
④
通
信
講
座
⑤
図
書
館
⑥
美
術
館
や

博
物
館
⑦
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
社
会
人
サ
ー
ク

ル
⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
（
文
部
科
学
省
、

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
よ
り
）

さ
て
、
３
月
20
日
（
日
）
熊
取
町
民
会
館
に

て
「
林
幸
治
郎
劇
団
」
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
を

観
て
き
ま
し
た
。
定
員
１
５
０
名
満
席
で
、
ち

ん
ど
ん
シ
ョ
ウ
、
に
ぎ
や
か
で
昭
和
レ
ト
ロ

↑煉瓦館

（生涯学習推進課）

←熊取図書館
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事務局だより

◆編集後記

2022 年がスタートして間もないと言うのに

国内外で大変おぞましい出来事が続いていま

す。新型コロナ・オミクロン株の猛威、度重

なる北朝鮮による弾道ミサイルの発射、トン

ガの火山が大規模噴火、ロシアのウクライナ

侵略戦争が激化、福島県沖にて震度６強の地

震発生、中国旅客機が墜落など、春先までに

これだけのことが起こっています。先行きが

見通せない中、身の周りで何が起こるかわか

りません、第三次世界大戦の可能性もあると

言われています。日本人は危機感がない、平

和ボケとよく言われますが、私たち世代に、

その言葉は当てはまらないとは思います。し

かしながら当面は、さらなる危機管理の意識

を高めることは必要です。長生きするために。

広報委員長 矢島

●定時総会のお知らせ

令和４年５月27日（金）午後1時から、熊

取交流センター（煉瓦館）コットンホールに

おいて、第21回定時総会を開催します。当日

は「講演会」や「お楽しみ抽選会」なども行

いますので、是非ともご参加くださいますよ

うお願いします。（予定いたしておりますが、

新型コロナウイルスの影響で変更する場合が

あります）

●会員を募集しています

４月に会員資格の年度更新があり、今年も退

会される方がありましたが、当センターにおい

ては、令和４年度から会費を2,000円とし、新

たな会員の募集を行っています。入会説明会を

毎月第４水曜日午後２時からシルバー人材セ

ンター会議室で行っていますので、会員の皆様

のご友人や知人の方にもご案内ください。1 人

でも多くの方々の入会をお待ちしております。
◆会報に掲載する標語、川柳、表紙の写真(町

内で撮影)を募集しています。採用された作品

は、会報に掲載させていただくとともに、粗品

を進呈いたします。

TEL 0 7 2 - 4 5 2 - 8 7 5 3
FAX 0 7 2 - 4 5 2 - 8 7 5 9
E-mail：kumatorisc@key.ocn.ne.jp

●タピオ体操を行っています

（新型コロナウイルスの影響で老人福祉センタ

ーが休館している場合は休止します）

当センターが主催する「くまとりタピオ元気体

操」を今年度も月４回行います。

友人、知人お誘い合わせの上、参加してください。

開催日：毎月、第1・3金曜日と第2・4水曜日

時 間：午後1時～2時30分まで

場 所：老人福祉センター2階

●アドプト・ロード・シルバーにご協力を

当センターでは、地域貢献活動の一貫として、

町と協定し年間６回「くまとりアドプト・ロー

ド・シルバー」（ボランティア活動）に取り組ん

でいます。会員の皆様の参加をお待ちしておりま

す。この取り組みにつきましても新型コロナウイ

ルスの影響で中止する場合があります。

取組日：偶数月の第３水曜日

午前10時センター会議室に集合

雨天の場合は翌週水曜日

場 所：センター正門前道路（町道山の手台１

号線）の清掃


